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要旨
　NICT では平成 18 年度から平成 22 年度の第 2期中期目標期間及び、平成 23年度から平成 27 年度
に至る第 3期中期目標期間に大量のテキスト情報などを自動的に分析する情報分析技術の開発に取り
組んでいる。こうした研究開発の成果は様々な観点からWeb上の情報を分析し、また取得されたその
妥当性を検証する材料を提供することを可能とし、一般にむけて公開されているWeb上の情報分析シ
ステムWISDOMや、高度な言語情報の解析を目指して、高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN）な
どで公開されている言語資源、ツールなどとして社会で利用可能となりつつある。本稿ではそうした
技術の概要、狙いについて述べる。

    We have conducted research on information analysis technologies, which enables us to au-
tomatically analyze a huge amount of information available on the Web since 2006. Our re-
search achievements include the information analysis service WISDOM, as well as several lan-
guage resources and tools available from the ALAGIN forum. The former allows users to 
analyze information on the Web from several perspectives and provides users the insight nec-
essary to help them assess the credibility of information obtained from the Web. The latter are 
indispensible resources for a deep analysis of textual information. In this paper we give an over-
view of these research activities and describe the underlying aims for which we developed 
them.

［キーワード］
情報分析，自然言語処理，Word Wide Web，テキストマイニング，質問応答
Information analysis, Natural language processing, World Wide Web, Text mining, Question an-
swering

1　はじめに

　いわゆるインターネット上の情報爆発には収束
の気配はなく、インターネット上に存在するいわ
ゆるBig Data から価値を創出することは全世界
的に課題と見なされている。こうした観点から、
NICTにおいてもインターネット上の大量の情報
を分析する技術、方法論の研究が平成 18年度よ

り進められてきた。その具体的成果としては、一
般公開されている情報分析システムWISDOMや、
高度言語情報融合（ALAGINフォーラム）などに
おいて公開されている各種の言語資源、ツール、
サービス、さらには音声質問応答システム「一
休」などが挙げられる。これらの具体的成果の内
容については、本特集の他の論文が解説を行って
いるので、本稿では深く解説することはしない。
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本稿ではむしろ、こうした技術の背景にあるもの
や、今後の研究開発の方向性について述べる。

2　テキストを深く解析する技術

　NICTの情報分析技術の特徴は、「テキスト、文
書をより深く解析する」ということである。ほと
んどの検索エンジンを初めとして、インターネッ
ト上の情報にアクセスする手段の多くはいわゆる
キーワード検索をベースとしている。これは、大
量のWebページ等から、ユーザの指定したキー
ワードを含む文書を選び出し、ランク付けした上
でユーザに提示するものである。これらの技術は
多くの場合、単語の意味を一定程度考慮しつつ、
例えば、「Apple」と検索した場合、「アップル」
を含む文書も提示するなどのいわゆる「クエリー
拡張」という処理も行うが、むしろ技術の焦点は
そうしたキーワードを含む文書をランキングする
技術にある。こうした技術の代表として良く取り
沙汰されるのが、Googleの PageRankと呼ばれ
る技術である。しかしながら、このPageRankは
Webページに特有の機能であるリンクを利用す
るものであり、同じWebページに書かれている
テキストを深く処理する訳ではない。
　一方で、NICTの目指す情報分析技術は、テキ
ストの表す意味、内容をより深く分析することを
狙う。例えば、情報分析システムWISDOMで
は与えられたキーワードに関して、そのキーワー
ドが指す対象を肯定的に評価している情報、否定
的に評価している情報などを分類した上で列挙し
ているが、これは単にキーワードが文章に含まれ
ているかどうかだけではなくて、文の文法的構造
を解析し、肯定的あるいは否定的に評価をしてい
るフレーズを機械学習によって特定しているので
ある。また、同様に、文書の構造等の分析によっ
て、その文書を発信している発信者が、匿名なの
か、企業なのかなどを示す発信者情報も自動的に
取得できるようになっており、例えば、医療組織
では「否定的意見」が多いが、企業からの発信で
は「肯定的意見」が多いといった、社会における
キーワードの受容が簡単に分析できることにな
る。実際に企業サイトで大変肯定的な評価が発信
されている食品に関連して、医療関係サイトで死
亡事故（正確には類似品による死亡事故）がおき

ているといった事例も見つかっている。これはつ
まり、ある対象の肯定的評価、否定的評価を合わ
せて提示することで、そうした情報の信頼性を判
断する手がかりを提供していることになる。
WISDOMの詳細については、本特集5-3「情
報分析システムWISDOM」を参照されたい。
　また、音声質問応答システム「一休」では、
ユーザがスマートフォンに対して音声で「デフレ
を引き起こすのは何ですか？」といった質問を行
うと、億単位のWebページから得られる情報を
基にその質問に対する回答をリストアップする。
検索エンジンで同様の情報を得ようとしても、
「デフレ」、「原因」といったキーワードを入力し、
表示された膨大な文書を自ら読んで、具体的な原
因を特定するより他ない。また、「デフレ」「原因」
というキーワードでは、「デフレの原因」なのか、
「デフレが原因となる別の事象」なのか、ユーザ
の意図が伝えきれず、結果として、読まなければ
いけない文書もさらに増える、といった問題も生
じる。一方で「一休」が提示する回答は質問に対
する端的な回答となっている単語ないしはフレー
ズであり、例えば、デフレの場合のように、様々
な原因が考えられる場合には、大量の回答が表示
されるが、各々の回答が非常に短いため、それら
全体を概観し、問題の全体像や興味深い事例を把
握することが容易である。例えば、一休はデフレ
の原因として、日本を代表するある大企業の名称
を回答として提示した。一見ナンセンスに見える
回答であったが、システムが回答を抽出した文書
を一休の提示したリンクから辿ったところ、一
応、「巨額の利益を内部留保に回し、資金が市場
に出回るのを妨げた」という論理的な根拠も提示
されていた。（この状況を示すデモビデオが
http://www2.nict.go.jp/univ-com/info_analysis/
にあるので参照されたい。）我々がこの回答を発
見した後、同主旨のロジックと日本企業の内部留
保の総額が 200兆円にのぼるというデータに基
づき、デフレの原因としてその企業を挙げる記事
が経済雑誌に実際に掲載されたことは、回答が抽
出されたページが一般人の書いた匿名のブログで
あったことも合わせて、ネット社会の一部におけ
る一般人の情報の受容・理解の高度さや、現代に
おける経済の複雑さを示唆するようで非常に興味
深い。また、一休のもともとの開発の意図は、そ
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の前から開発されてきた概念辞書、検索支援シス
テム「鳥式改」のコンセプトに基づくもので、
「意外でありながら有用な情報の発見」を支援す
ることが狙いであったことを補足しておく ［1］［2］。
　一休が文書ではなく、質問の回答を端的にリス
トアップできるのは、やはり「テキストを深く解
析する」ことによる。具体的には、テキスト中か
ら「XがYを引き起こす」「XがYを悪化させ
る」「XによるY」といったパターンを、変数X、
Yにマッチさせる名詞の対、例えば、「グローバ
ライゼーション」と「デフレ」、ある企業名と
「デフレ」といったものを抽出し、前もって一種
のデータベースに保存しており、また、「XがY
を引き起こす」「XがYを悪化させる」「Xによ
るY」といったパターンがほぼ同義であること
を自動的に認識しているからである。これによ
り、「何がデフレを引き起こしますか？」といっ
た質問への回答を例えば、一見かけ離れた「グ
ローバライゼーションによるデフレ」といった表
現から抽出することが可能となる。まず、こうし
た情報の抽出を行うためには、意味をなすパター
ンを特定するために、やはり文の文法的構造を認
識することが必要である。例えば、「ハウスダス
トが例えばアトピーを引き起こします」といった
文からも「XがYを引き起こす」というパター
ンが抽出できてほしいが、その場合「例えば」と
いうような表現は重要でない情報としてパターン
から削除しても良い、ということが認識できる必
要がある。こうした処理に文法的構造の認識、い
わゆる構文解析は必要である。また、「XがYを
引き起こす」と「XによるY」という表現が同
義であると述べたが、これは一般的には正しくな
い。例えば、X＝Apple、Y＝ iPhoneと仮定し
た「Apple による iPhone」という表現は「Ap-
ple が iPhoneを引き起こす」と言い換えること
は出来ない。同義性がいえるのは、X、Yに来る
名詞が特定のタイプの場合だけである。例えば、
Xがホルムアルデヒドのような化学物質、Yが
アトピーのような病名の場合は非常に高い確率で
同義であるといってよいであろう。一休ではこの
ような単語のタイプ、意味的分類を自動的に計算
し、考慮した上でパターン間の同義性を自動認識
しており、これ自体深くテキストを分析している
事例と考えることができるが、こうした意味分類

でもやはり、テキストの文法構造の認識が重要で
ある。一休のさらなる詳細については、本特集の
5-2「音声質問応答システム一休」を参照され
たい。また、やはりここで詳細に立ち入ることは
できないが、上述した単語の自動的な意味分類の
計算結果やパターンの同義性の認識結果などは、
高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN）にお
いて言語資源として公開されている。これらの詳
細については、本特集5-5「基盤的言語資源」、
ならびに8-1「高度言語情報融合フォーラム
（ALAGIN）」を参照されたい。
　また、一休は現在「Why型質問」への回答が
出来るようになるよう、拡張が進められてい
る ［3］。このWhy型質問への回答は、単語では
なく、文章でなされるべきものであり、米国にお
いてクイズショーの人間のチャンピオンに勝った
ことで一躍有名になった IBMのWatsonでも現
状答えられない難しいタスクである。一休も、未
だ全体的な精度は高くないが、例えば、現在は
「ガダルカナル島で米軍に負けたのはなぜです
か？」といった質問に対して「兵力の逐次投入」
「前線と基地の間の距離」等に言及しつつ、歴史
的経緯を解説した文章を回答することなどが出来
ている。本稿では詳細に立ち入るスペースはない
が、このタスクではWISDOMで使われた技術、
上で述べた様々な一休で使われてきた技術、すな
わち様々な深いテキストの分析処理を統合して回
答を行う。つまり、テキストの深い解析をするこ
とによって、Why型質問への回答のような難し
いタスクを行うシステムも実現可能になりつつあ
るということである。

3　今後の研究

　さて、これまでに述べてきたように、億単位の
Webページから必要な情報を質問に対する端的
な回答のリストという形で取得し、その全体像を
把握し、意外でありならが有用な回答を発見する
などの操作や、あるキーワードの肯定的／否定的
評価、発信者の情報の分析のように、Webにお
ける傾向をある観点から分析することは可能にな
りつつある。
　一方で現状技術の重要な課題として挙げられる
のは、上述して来たような分析はあくまでユーザ
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が適切な質問、クエリーを与えるなどの操作をし
て初めて効果を発揮するということである。例え
ば、一休は昨年の震災以前のWebページから、
「津波が過去に襲った場所」として仙台平野を提
示することができた。これは、震災後に有名に
なった情報であり、ある研究所のWebページで
報告されていた地質調査の結果判明した約 1,000
年前の地震による津波のことである。もしこの情
報が震災前により広く普及しており、それに基づ
いて市民がさらなる安全対策を要求することなど
により、より適切な安全対策、防災対策が取られ
た可能性もあったかもしれない。しかしながら、
現状技術のみを利用した場合、震災前に仙台エリ
アの防災対策の調査、あるいは原子力発電所の安
全性を調査していたユーザがこのような情報に接
する可能性は高くない。つまり、そうした漠然と
した安全性の調査というタスクから、「津波が過
去に襲った場所」を尋ねる質問を質問応答システ
ムに与えるという操作に至るまでは大分距離があ

るからである。まず、人間であれば、常識として
備えている知識、すなわち「過去に津波が襲った
場所は再度津波に襲われる可能性が高いこと」「仙
台平野に隣接したエリアに原子力発電所が存在す
ること」を現状のシステムは備えておらず、例え
ば、「＊原子力発電所の安全性は確保されている
か？」といった質問に対して、上述の仙台平野を
襲った津波を関連情報として提供することは不可
能である。
　現在、我々は上述したような現状のシステムが
持っていない常識的知識を大量のWebページか
ら自動獲得させる研究を行っており、最終的に
は、「津波は同じ場所を繰り返し襲う」といった
常識的知識から、上述したように「原子力発電所
の安全性調査」には、「近隣を過去に襲った津波
の情報」を提供するといったシステムを構築した
いと考えている。これはある意味でユーザの要
求、意図を先回りして、より広範な情報を提供す
ることになり、最終的にはユーザにより適切な意

Webから抽出した因果関係のネットワーク図1
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思決定を促すことになろう。図 1はこうした常
識的知識の自動獲得手法 ［5］ の結果を示している
が、これはWebから抽出した大量のフレーズ間
の因果関係のネットワークであり、例えば、「交
通量が減る」⇒「交通渋滞を緩和する」⇒「大気
汚染を減らす」「交通事故を防ぐ」であるとか、
「インフレになる」⇒「円安になる」⇒「輸出が
増える」、「ドルが上昇する」などの、いわば常識
的な因果関係のチェーンを含んでいる。未だ精度
に問題はあるものの、現在ではこうした因果関係
を数百万個オーダーで抽出、生成することが可能
であり、将来的にはこうした手法を拡張すること
で、上で述べたようなユーザの要求、意図を先回
りできるシステムの開発も可能となろう。これは
ネット上の常識を基にシステムが推論を行うとい
うことであり、いわば「ネットが考える」技術で
あると言えよう。
　また、上では震災に関連する例を挙げたが、一
休を拡張することによって、災害時のネット情
報、特に twitter、地方公共団体、支援団体の情
報等から、孤立している地点、支援・物資の提供
のお知らせ、あるいは逆にリクエスト、透析など
特定の治療が提供されている病院などの重要な情
報を迅速にリストアップするシステムも開発中で
ある。また、今回の震災時に問題となったデマ等
を抑制するため、そうして得られた情報、例えば
特定の物資の提供に矛盾する情報（例：「＊でコ
ンタクトレンズを提供しているという情報はウソ

です。」）も合わせて提供する予定である。最終的
には平成 26年度までにこうしたシステムを一般
公開することも計画している。

4　むすび

　本稿では、NICTの情報分析技術の概要につい
て述べてきた。重要な点は、NICTの情報分析技
術においては文の構文解析やパターンの同義性の
認識を含む、いわゆる深いテキストの分析が、
様々な分析機能実現に貢献していること、ならび
にそうした機能によって、意外でありながら有用
な情報も含め、他では見つけにくい様々な情報の
発見や、他では提供されない観点での情報の分析
を可能にしていることである。今後は、こうした
深い分析をさらに押し進め、ネット上の表面的な
情報の提供にとどまらず、情報をもとに一種の推
論を行い、その結果得られた仮説をユーザに提供
し、様々な意思決定に資するシステムの開発も進
めて行く予定である。
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